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■ 私の時間割 （２年生前期）

先輩Voice

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

1時限
初等社会科
教育内容A 栽培学 初等図画工作科

教育内容A
初等算数科
教育内容A 中国語Ⅱ

2時限
初等音楽科
教育内容A

初等算数科
教育内容A

3時限
英語コミュニ
ケーションⅡ 金属加工法Ⅰ

4時限 教育システム論 金属加工実習Ⅰ 木材加工法Ⅰ

5時限 木材加工実習Ⅰ

＊上記時間割で示した授業科目以外に2年次前期の必須科目として遠隔方式（オンデマンド型）で実施される　

　「発達障害のある児童生徒理解基礎」や「外国人児童生徒支援教育」があります。

ものづくり・技術専修の学生は、小学校教員の免許の他に、中学校技術・家庭科の技術分野の教員免許、さらには高校工業の教
員免許を取ることができます。これまで多くの小学校教員、中学校技術科教員、高校工業教員を送り出してきました。近年、中
学技術や高校工業の教員免許を出す大学が少なくなったために、愛知教育大学への期待が高くなっており、中学技術だけでなく
高校工業の教員として採用されています。本学OBの現職教員の方々から、教育実習を充実させる内容・方法を教えてもらう授業
を設定しています。そのため、教育実習の学びが充実できています。楽しく学ぶための教材の紹介や中学生段階での具体的な学
び方についても、OBの現職教員の方々が授業例を教えてくださっているので、教育実習でも充実した授業が展開されています。

ものづくりは人づくり。

ものづくり・技術専修 15名

募集人員
義務教育専攻

４年間の前半では、技術ものづくりの基礎になる学びを配置しています。１つは製図であり、
製図はものづくりの世界の言語にあたります。作る立体物の形を考えたり、他者に伝える場
面で製図はとても重要です。工学的内容の基礎や農学的内容の基礎を１年や２年で学びます。
２年次の後期からは、技術科の授業を円滑にできるようにするために技術科教育を学んでい
きます。３年次は技術科教育に加えて、技術内容学（工学、農学）の学びを発展させていき
ます。その一方で、小学校免許に関わる科目を取っていくことになります。順調に単位を取
ることができた４年生は、卒業研究や就職関係の学びを充実させていくことになります。

４年間の学び

木材加工実習Ⅰ（2年前期）木材加工実習Ⅰ（2年前期） 金属加工実習II（2年後期）金属加工実習II（2年後期）

栽培実習Ⅰ（1年前期）栽培実習Ⅰ（1年前期）

この時間を使って
「学校体験活動Ⅰ」
の事前指導や
ガイダンスを行う
ことがあります。

幅広い領域の知識と
実践的なものづくり体験
その魅力を生徒に伝えるために

学校教員養成課程 義務教育専攻 ものづくり・技術専修４年
愛知県立国府高等学校出身

詳細はコチラ

工学、農学、情報学など幅広い領域の知識を、座学と実習の両方か
ら学ぶことができます。実際にものづくりを体験する講義が多いの
で、座学だけではわからないことを楽しみながら学ぶことができる
のが魅力です。「金属加工実習Ⅰ」では金属の加工方法を学び、実
際の生活に役立つ製品の制作を行ったり、「プログラミング実習Ⅰ」
ではプログラムを組んでゲームを作るなど、自分のアイデアを形に
する授業が多くあります。こうした学びを生かして、教員として生
徒にものづくりの魅力を伝えていけるようになりたいです。

［卒業要件に含める免許状］
　小学校教諭一種免許状
　中学校教諭二種免許状（技術）

［取得を優先して薦める免許状］
　中学校教諭一種免許状（技術）

［所定の科目履修で取得可能とする免許状］
　高等学校教諭一種免許状（工業）
◎幼稚園教諭二種免許状
◎特別支援学校教諭二種免許状

取得できる免許

◎の免許状は、いずれか１つを選択し取得を目指すこと
が可能です。




